
医療法人真人会たむら医院における 

適切な意思決定支援に関する指針 

1. 目的 

本指針は、厚生労働省「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライ

ン」等の趣旨を踏まえ、患者本人およびその家族等に対して、適切な意思決定支援を提供するた

めの体制を確立することを目的とする。 

 

2. 基本方針 

当院では、患者本人の尊厳を守り、その意思決定を最優先に尊重する。人生の最終段階における

医療・ケアだけでなく、日々の診療や療養生活における選択においても、多職種が連携して本人

及び家族等の意思決定を継続的に支援する。 

 

3. 具体的な支援プロセス 

(1) 多職種チームによる情報提供と話し合い 

 医師、看護師、ケアマネジャー、社会福祉士などの多職種(医療・ケアチーム)が連携し、

患者に対し病状、治療選択肢、今後の予測（予後）をわかりやすく説明する。 

 患者本人及び家族等が、自らの意思を表明・選択できるように十分な対話を重ねる。 

(2) 本人の意思決定の尊重と継続的な対話（ACPの推進） 

 意思決定は、時間の経過、病状の変化、心境の変化によって変わり得るものであることを

前提とする。 

 一度の確認にとどめず、日々の診察やケアの機会を通じて、繰り返し患者の意向を確認

し、話し合いを継続する。 

(3) 本人の意思確認が困難な場合の対応 

 本人の意思確認が困難な場合に備え、あらかじめ本人の信頼する家族等の「代理人」を交

えた話し合いを行う。 

 本人の意思確認が出来なくなった場合には、家族等が本人の意思を推定する場合はその推

定意思を尊重する。家族等による推定が困難な場合は、本人にとって何が最善であるかに

ついて、医療、ケアチームと家族等で十分に協議して決定する。 

 家族等が存在しない場合、または方針について合意が得られない場合は、当院の医療安全

委員会、倫理検討委員会、外部の専門家等を含む複数の専門家による検討の場を設け、最

善の方針を決定する。 

 

4. 診療録への記録と情報共有 



患者本人や家族等と話し合った内容（本人の希望、価値観、選択した医療やケアの方針など）は

その都度速やかにカルテに詳細に記録し、当院の医療・ケアに関わる全ての職員及び関係機関と

の間で共有する。 

 

5. 相談窓口の設置 

患者本人および家族等からの意思決定に関する砲弾や苦情、要望に応じるため、以下の相談窓口

を設定し、周知する。 

【窓口担当】看護師、受付窓口、医事課 

 

6. 指針の閲覧と公開 

本指針は、院内掲示および当院ホームページにおいて、患者および家族等がいつでも閲覧できる

ように公開する。 

 


